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講演要旨: 東アフリカ地域では、スワヒリ語が共通語となって

おり、アフリカ連合における公用語化も検討されている。一方
で、政治や経済・技術に関して議論する場合は、英語が使用さ
れる場合が多い。今後、東アフリカ地域が持続的発展性を獲得
し、自らの課題を自ら解決できるような社会を建設するには、
スワヒリ語による更なる技術蓄積が必要であると考える。 

その第一歩として、スワヒリ土木を提唱する。スワヒリ語は、
アラビア語とアフリカ現地の言葉が融合してできた言葉であり、
決して語彙は少なくない。一方、東アフリカ地域のインフラは、
未だ開発の余地が多く残されており、土木技術者への需要は大
きい。スワヒリ土木の創生により、土木労働者の裾野を広げ、
雇用の創出、経済成長維持、産業基盤の形成、教育機会の拡大
を目指したい。また、これと平行して、高度専門人材の質保証
制度として、日本企業向けの新しいアイデアであるGCETを提

案する。 
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